
地域生活支援体制の機能を担う事業所に係る各種加算について 
 

◎ 各種加算の算定にあたって 

  地域生活支援体制の機能を担う事業所については，運営規程に体制の機能を担う事業所として各種機能を実施することを規定し，宇都宮市に登録することにより，各種加算を算定できることとなります。（一部除く。） 

機能 加算名等 対象 概要 加算単位 登録必要 

①相談機能 地域生活支援拠点等相談強化加算 計画相談支援 

障がい児相談支援 

特定相談支援事業所等の相談支援専門員が，コーディネーターの役割を担うものと

して相談を受け，連携する短期入所事業所への緊急時の受け入れ対応を行った場合 

※ 短期入所事業所への受入れ実績（回数）に応じて，月４回を限度に算定 

７００単位／回 有 

②体験の機会や場の提供 障害福祉サービスの体験利用加算 

地域移行支援 

障がい福祉サービスの体験的な利用支援を行った場合 

※ 個別の支援に対し，１５日以内に限り算定 
＋５０単位／日 有 

体験宿泊加算（Ⅰ） 

 

（Ⅰ）一人暮らしに向けた体験的な宿泊支援を行った場合 

（Ⅱ）夜間及び深夜の時間帯を通じて必要な見守り等の支援を行い，一人暮らしに向

けた体験的な宿泊支援を行った場合 

※ 個別の支援に対し，（Ⅰ）・（Ⅱ）を合計して，１５日以内に限り算定 

＋５０単位／日 有 

体験宿泊加算（Ⅱ） 
＋５０単位／日 有 

障害福祉サービスの体験利用支援加算 日中活動系サービス 障がい福祉サービスの体験的な利用支援を行った場合 

※ 個別の支援に対し，１５日以内に限り算定 
＋５０単位／日 有 

体験宿泊支援加算 施設入所支援 施設利用者の体験的な宿泊支援に係る地域移行支援事業者との連絡調整その他の相

談援助を行った場合 
１２０単位／日 有 

③緊急時の受け入れや対応 緊急短期入所受入加算（Ⅰ） 

 

短期入所 居宅においてその介護を行う者の急病等により，短期入所の緊急利用を受け入れた

場合 

※ 個別の支援に対し，初日から７日を限度に算定 

（やむを得ない事情がある場合は１４日） 

１８０単位／日 

（福祉型） 
無 

緊急短期入所受入加算（Ⅱ） ２７０単位／日 

（医療型） 
無 

定員超過特例加算 介護者の急病等の緊急時において，定員を超えて受け入れた場合 

※ １０日を限度に算定 
５０単位／日 無 

緊急時のための受入機能の強化 短期入所等を行った場合（緊急時の受け入れに限らず加算） 

※ 利用を開始した日に加算 

※ 重度障がい者等包括支援で実施する短期入所を含む。 

１００単位／日 有 

緊急時対応加算 訪問系サービス 居宅介護事業所等が，緊急時の対応を行った場合に加算 

※ 緊急時対応加算，緊急時支援加算（Ⅰ）または緊急時支援費（Ⅰ）を算定した場

合に上乗せ 

＋５０単位／回 有 

緊急時支援加算（Ⅰ） 自立生活援助 ＋５０単位／日 有 

緊急時支援費（Ⅰ） 地域定着支援 ＋５０単位／日 有 

④専門的人材の確保や養成 重度障害者支援加算（Ⅱ） 生活介護 重度障がい者に対する手厚い支援体制が整えられている場合（※1）。個別支援を行っ

た場合（※2）はさらに加算 

※1 強度行動障がい支援者養成研修（実践研修）修了者を配置する等した場合 

※2 強度行動障がいを有する利用者に対して，個別支援を行った場合 

７単位／日 

(体制を整えた場合) 

１８０単位／日 

(支援を行った場合) 

無 

⑤地域の体制づくり 地域体制強化共同支援加算 計画相談支援 

障がい児相談支援 

相談支援専門員と福祉サービスを提供する事業者の職員等が，支援困難事例等につ

いての課題検討を通じ，情報共有等を行い，共同で対応した場合 

（別途，対応経過を記録した文書等を市に提出し，市がその内容について，自立支援

協議会において報告します。） 

２，０００単位／回 

(月１回を限度) 
有 

 

※ 詳しくは，厚生労働省ＨＰ「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく指定障害福祉サービス等及び基準該当障害福祉サービスに要する費用の額の算定に関する基準等の一部を改正する告示（令和３年厚生

労働省告示第８７号）」をご確認ください。 → https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000202214_00007.html 
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